
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 経済学Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0098 科目区分 一般 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子情報工学科 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 教科書：Ｎ・グレゴリー・マンキュー著『マンキュー入門経済学』東洋経済新報社，２００８．　参考書：伊藤元重著
『入門経済学』日本評論社，２００４．その他授業中適宜指示する．

担当教員 渡邉 潤爾
到達目標
１．自己が主体的に参画していく社会について、マクロ経済学の基本原理を理解し、マクロ経済学のしくみを説明できる．　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　２．資本主義経済の特質や財政・金融などの機能、経済面での政府の役割についてマクロ経済学の観点から理解できる
．　                                                                  　３．今日の国際的なマクロ経済の仕組みや、国家間の結びつきの現状とそのさまざまな
背景について理解できる．　                                                                            　４．現代社会の特質や課題に関して資料を活用して探究
し、持続可能な社会の実現についてマクロ経済学の観点から展望できる．
ルーブリック

自己が主体的に参画していく社会
について,マクロ経済学の基本原理
を理解し,マクロ経済学のしくみを
応用的に説明できる.

自己が主体的に参画していく社会
について,マクロ経済学の基本原理
を理解し,マクロ経済学のしくみを
基本的に説明できる.

自己が主体的に参画していく社会
について,マクロ経済学の基本原理
を理解し,マクロ経済学のしくみを
説明できない.

評価項目2
資本主義経済の特質や財政・金融
などの機能,経済面での政府の役割
についてマクロ経済学の観点から
応用的に理解できる.

資本主義経済の特質や財政・金融
などの機能,経済面での政府の役割
についてマクロ経済学の観点から
基本的に理解できる.

資本主義経済の特質や財政・金融
などの機能,経済面での政府の役割
についてマクロ経済学の観点から
理解できない.

評価項目3
今日の国際的なマクロ経済の仕組
みや,国家間の結びつきの現状とそ
のさまざまな背景について応用的
に理解できる.

今日の国際的なマクロ経済の仕組
みや,国家間の結びつきの現状とそ
のさまざまな背景について基本的
に理解できる.

今日の国際的なマクロ経済の仕組
みや,国家間の結びつきの現状とそ
のさまざまな背景について理解で
きない.

評価項目4
現代社会の特質や課題に関して資
料を活用して探究し,持続可能な社
会の実現についてマクロ経済学の
観点から応用的に展望できる.

現代社会の特質や課題に関して資
料を活用して探究し,持続可能な社
会の実現についてマクロ経済学の
観点から基本的に展望できる.

現代社会の特質や課題に関して資
料を活用して探究し,持続可能な社
会の実現についてマクロ経済学の
観点から展望できない.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 本授業では，マクロ経済学の基礎理論を通して，経済の動きを社会的に捉える手法と経済政策の役割について理解を深

め、さらに経済動向の個人への影響、国際経済との関わりなどを学習する。

授業の進め方・方法
＜授業の進め方と授業内容、授業方法＞
・すべての内容は学習・教育目標(Ａ)＜視野＞とJABEE基準1(1)(a)に対応する．　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
・授業計画における各週の「到達目標」は、この授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする。

注意点

＜達成目標の評価方法と基準＞　　上記の「知識・能力」１～７を網羅した問題を1回の中間試験，1回の定期試験で出
題し，目標の達成度を評価する．達成度評価における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．合計点の60％の得点
で，目標の達成を確認できるレベルの試験を課す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜備考＞　各回の授業で扱うトピックについて，教科書の該当箇所を事前に必ず読んでおくこと．
前期開講の「経済学Ⅰ」も併せて履修することが，より深い経済学の理解に有益である．
＜あらかじめ要求される基礎知識の範囲＞　特になし．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　＜自己学習＞　　　授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，のための学習も
含む）に必要な標準的な学習時間の総計が45時間に相当する学習内容である．　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜学業成績の評価方法および評価基準＞　中間・期末の試験結果
の平均値を最終評価とする．但し，前期中間の評価で60点に達していない学生については再試験を行い，再試験の成績
が前期中間の成績を上回った場合には，60点を上限として前期中間の成績を再試験の成績で置き換えるものとする．期
末試験については，再試験を行わない．
＜単位修得要件＞　与えられた課題を提出し，学業成績で60点以上を取得すること．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 マクロ経済学とは何か １．マクロ経済学の基本的構造、扱う対象を理解でき
る．ミクロ経済学との関連も理解できる．

2週 マクロ経済の主体と構成 ２．マクロ経済学における各主体、家計、企業、政府
それぞれの性質と相互関係を理解できる．

3週 国民所得の測定　－ＧＤＰの概要説明
３．マクロ経済学の主要対象である国民経済指標、
GDP(国内総生産)の概念と経済的意味付けを理解でき
る．

4週 実質と名目のGDP ４．名目GDPと実質GDPの相違と、物価指標である
GDPデフレータとの関連を理解できる．

5週 経済成長とGDP ５．消費者物価指数の導出方法と、GDPデフレータと
の相違を理解できる．

6週 物価指数と消費者への影響 ６．需要と供給の両面からGDP成長、すなわち経済成
長の要因を理解できる．

7週 貨幣と金融政策 ７．マクロ経済学における貨幣の定義と、中央銀行に
よる金融政策を理解できる．

8週 中間試験 １～７．これまでの学習内容を理解し、自ら記述でき
る．問題について自らの考えを論述できる．

4thQ
9週 中間試験の解説，　　　　　　金融と物価の関係　　

　　　　
８．金融とその物価に対する影響について理解できる
．

10週 財市場とＩＳ曲線 ９．財市場の均衡成立条件を示すIS分析について理解
できる．



11週 金融市場とＬＭ曲線 １０．金融市場の均衡成立条件を示すLM分析について
理解できる．

12週 財政政策とＩＳ－ＬＭ分析 １１．ＩS-LM均衡の意味と、財務省による財政政策と
の関連について理解できる．

13週 金融政策とＩＳ－ＬＭ分析 １２．IS-LM均衡に対する中央銀行の金融政策への影
響について理解できる．

14週 ハロッドドーマー成長モデル １３．ケインズ派の経済成長モデルを理解できる．
15週 ソロー成長モデル １４．新古典派の経済成長モデルを理解できる．
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 社会

公民的分野
自己が主体的に参画していく社会について、基本的人権や民主主
義などの基本原理を理解し、基礎的な政治・法・経済のしくみを
説明できる。

3

現代社会の
考察

現代社会の特質や課題に関する適切な主題を設定させ、資料を活
用して探究し、その成果を論述したり討論したりするなどの活動
を通して、世界の人々が協調し共存できる持続可能な社会の実現
について人文・社会科学の観点から展望できる。

3

評価割合
試験 課題 相互評価 態度 発表 その他 合計

総合評価割合 0 0 0 0 0 0 0
配点 １００ ０ ０ ０ ０ ０ 0


